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社長執行役員

常務執行役員 事業開発本部長

柳 弘之

滝沢 正博

広がるモビリティの世界
～新しい乗物の提案、挑戦～

事業説明会

①経営の方向性

②技術の方向性

③ヤマハらしいモノづくり



事業規模・収益力・企業力の強化：
早期の売上高２兆円・営業利益率７．５％達成を目指す
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①経営の方向性：経営目標

＇億円（



■お客様の期待を超える

・モノ創りで輝く
独創的コンセプト

卓越した性能・機能を実現する技術

洗練された躍動美を表現するデザイン

・市場密着型マーケティングで

お客様と強い絆をつくる

・新事業に挑戦する

■経営変革に挑戦し続ける

・グローバル・コストダウンを拡大する

構造改革をやり抜く

・真のグローバル化を進める

①経営の方向性：経営戦略



人・社会・地球に
やさしい知的技術

豊かな生活 楽しい移動
＇パーソナルモビリティー（

付加価値技術

特機

ＳＰＶ

総合マリン

船外機・ボート・

WV

新しい「乗り物」提案

ＲＶ

自動車エンジン

先進国二輪車

新興国二輪車

①経営の方向性：事業開発戦略

ＵＭＳ＇空・陸・海（

ＩＭ



■前中期計画 ■新中期計画
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ヤマハらしいモノづくりで３ヵ年・２５０のニューモデル投入
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38

45

①経営の方向性：商品開発戦略



1955 1960 1970 1980 1990 2000

二輪

ゴルフカースノーモービル カート

自動車EG F-1用EG

2010

ATV ４輪ATV

GHP

産業用ロボット マウンター

無人ヘリ

船内外機モーターボート FRP漁船/和船 ＷＶ

芝刈機

プール 環境装置浄水器 バイオ製品

除雪機

SSV

電動ゴルフカー PAS 電動車椅子 電動SC

発電機汎用EG

②技術の方向性：商品展開とコア技術

エンジン・スマートパワー技術に、車両・艇体技術と制御・材料・生産技術を組合わせる

http://www.yamaha-motor.jp/oil-separator/industrial/pattol900r/index.html


②技術の方向性：外部環境要因と技術課題

低炭素社会の進展

排ガス・燃費規制強化

業界競争の激化

安全・事故の関心高まり

新エネルギーへの期待

新興国の経済成長

排ガス・低燃費技術

低燃費技術

次世代動力源

先進安全技術

新興国向け商品開発・
徹底したコスト開発

差別化技術



「感性に響く技術」「知恵を集めたプロセス」を
有機的に結合して「感動を生む商品」を創り出す

グローバル
ガバナンス

イノベーション＆リード

感動を生む商品

感性に響く技術 知恵を集めた
プロセス

グローバルプラットフォーム
スマート＆ヒューマン＋

②技術の方向性：技術ビジョン

有機的結合



高性能・軽量・低燃費で勝つ
確立した技術をプラットフォーム化する

高性能
・MOTO-GP技術
・クロスプレーン
・車両制御技術

軽量
・車両レイアウト
・材料技術
・薄肉成形技術

低燃費
・次世代ＦＩ技術
・高トルクハイギヤード
・低ロス馬力

燃焼トルク

慣性トルク

クロスプレーンエンジン

従来エンジン

③高性能・軽量・低燃費：二輪車コア技術

Ｙａｍａｈａ 他社

217 ｋｇ ＜ 246 ｋｇ

当社計測値



多様性を創る

新しさを創る

機能骨格エンジン 外観

強力な
プラットフォーム

個性を創る

基本エンジン 基本骨格 外観

骨格違い 機能違い

機能違い

外観違い

外観違い

外観違い

基本機能

新技術による「高性能・軽量・低燃費」プラットフォーム開発

多様性・個性・新しさを創る商品展開

市場テイストな機能・外観進化＇海外Ｒ＆Ｄ開発（

③高性能・軽量・低燃費：プラットフォーム戦略



機能違い・
外観進化

③高性能・軽量・低燃費：新興国プラットフォーム

基本プラットフォーム
＇低燃費エンジン（

Mio J

ＴＴＸ

FINO FI

MioGT

Soul GT

機能・外観進化

基本プラットフォーム開発 ＇低燃費エンジン搭載（

バリエーション展開 ＇機能・性能特性違い、外観進化（

市場テイストな機能・外観進化 ＇海外Ｒ＆Ｄ開発（

バリエーション

http://www.yamaha-motor.co.id/soul-gt/
http://www.yamaha-motor.co.id/soul-gt/


③高性能・軽量・低燃費：先進国プラットフォーム

機能・外観変更

機能・外観変更

基本プラットフォーム開発 ＇高性能エンジン搭載（
バリエーション展開 ＇機能・外観変更（
市場テイストな魅力づくり ＇海外Ｒ＆Ｄ開発（

基本プラットフォーム
＇高性能３気筒エンジン（

MT-09

バリエーション

機能・外観変更

機能・外観変更



③高性能・軽量・低燃費 ＋ 低コスト

2015年・累計コストダウン=900億円

PFに集約する
・規模効果拡大

6,500億円

8,400億円

10,000億円

ＰＦﾓﾃﾞﾙ

2015年 2017年2013年

40%

60%

60%

40%

100%

調達金額

重要部品コストダウン

・76部品 ＇PF（ 30% コストダウン
・FIシステム 40%コ ストダウン(2012年比)

FIシステムコスト

2009年 2012年 2014年末

キャブ価格

△40%

△40%

400社⇒200社調達先を集約する

・戦略的協働活動

2013年

200社

6,500億円

10,000億円

2017年

4,200

ＰＦ
共用部品

6,000
233社

2012年

5,800億円

調達金額

グローバル
パートナー

3,800

400社

統合開発センターを展開する

インド

タイ＇＋ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ（

上海
欧州

・市場品質基準に合わせる設計
・市場要求に合わせた機動的モデル開発

台北

2013年2月現在



 1955年、ヤマハ発動機独立・２輪メーカーとして創業

 創業時から、業界に先駆けてデザイン価値を強く認識

 お客様の潜在的要望を見抜き、独創的デザインを創造

③デザインへのこだわり



■７／３ヤマハモーターデザインサイトオープン http://global.yamaha-motor.com/jp/yamahastyle/design/

デザインフィロソフィームービーとデザイン開発ストーリーの紹介











二輪車 ニューモデルの紹介



アセアン・インド ストリートスポーツ

ＹＺＦ-Ｒ１５

ＮＥＷモデル

ＦＺ-Ｓ

Ｖ-ＩＸＩＯＮ



ＭＩＯ ＧＴ

アセアン ＡＴコミューター

ＴＴＸ ＸＥＯＮ ＲＣ

ＦＩＮＯ

ＮＥＷモデル



先進国 スポーツコミューター

X MAX ４００

X MAX １２５

ＴMAX

ＮＥＷモデル

SMAX



ＮＥＷモデル

先進国 “ Best for Urban Fun Ride ”



先進国

ＮＥＷモデル

“ Synchronized Performance Bike ”



この地球に生きる歓び、心躍る瞬間、そして豊かな生活を

ヤマハと出会うすべての人へ



常務執行役員 事業開発本部長

滝沢 正博

広がるモビリティの世界
～新しい乗り物の提案・挑戦～



人・社会・地球に
やさしい知的技術

豊かな生活 楽しい移動
＇パーソナルモビリティー（

付加価値技術

特機

総合マリン

船外機・ボート・

WV

新しい「乗り物」提案

自動車エンジン

先進国二輪車

新興国二輪車

ＳＰＶ

ＲＶ

ＵＭＳ＇空・陸・海（

ＩＭ

事業開発戦略



Smart Power Vehicle（SPV）

電動アシスト自転車
10万台以上

電動自転車
3,000万台市場で
商品・販売網強化

電動アシスト自転車
完成車シェア30％以上
・高機能モデル投入
・顧客ターゲット拡大

電動二輪車
グローバルＥＶモデル展開
・実用性と価格を両立

グローバル・１００万台へ挑戦する

欧州 中国 日本

台湾



スマート・パワー技術を進化させる

■モーター

世界最小・最軽量モーターの開発

■バッテリー

高度なバッテリーマネージメント技術、

高密度・低価格セルのグローバル調達

■制御

センシング・モータ制御による

人機一体感と楽しい移動の実現

Smart Power Vehicle（SPV）

■つながる技術

電気でつながる・情報でつながる・社会と
つながる

国内初。ﾄﾘﾌﾟﾙｾﾝｻｰｼｽﾃﾑ

高密度・高耐久ﾊﾞｯﾃﾘｰ



米国経済回復・顧客嗜好の変化で、ＲＯＶ需要拡大
先駆者として市場プレゼンスを強化する

ATV

2008年 2015年

米国総需要動向

ROV

2012年

Recreational Off-Highway Vehicle（ROV）



優れたマルチパーパス・マルチパッセンジャー モデル
コア市場へ新商品投入する

VIKING
＇2013年6月（

■実用性
・全速度域で力強いＦＩエンジン＇686ｃｃ（
・優れた荷台積載性＇最大積載量270kg（
・優れた悪路走破性

Recreational Off-Highway Vehicle（ROV）

■快適性
・快適な3人乗車用セパレートシート
・優れたハンドリング＇ジオメトリーの最適化（



高精度の自律制御・位置制御機能を持つ
無人モビリティシステム

空

海

陸

Un-Manned System（UMS）

R50 RMAX 13年10月発表

第１世代
＇1989年（

第4世代
＇2013年（

プロトタイプ
＇2003年（

東日本大震災
調査活動
＇2011年（

アプリケーション
開発継続

プロトタイプ
＇2003年（

セキュリティー
活動

＇2010年（

第2世代
＇1998年（

第3世代
＇2002年（

自衛隊サマワ派遣協力



Un-Manned System（UMS）

・農業
・観測
・測量

・農業
・観測

・農業 ・農業
・観測
・監視
・警備

グローバル市場の潜在的需要に向けて
アプリケーション開発・顧客開拓・事業化を進める

韓国

豪州

日本

米国



Leaning Multi Wheel（LMW）

二輪車の価値＋安心感＋新しいおもしろさ
新しい顧客層を開拓する

コミューティング

スポーツ

既存３輪ｺﾐｭｰﾀｰ

ユーティリティ

Yamaha
LMW 

レジャー



安心感： マルチホイル
機動性： リーニング(傾く（メカニズム
軽快感： 軽量・コンパクト
操縦性： 優れたハンドリング
斬新で魅力的なデザイン性

2014年グローバル市場投入
コミューター領域から

Leaning Multi Wheel（LMW）

※写真の車輌には カモフラージュ塗装を施しております。




